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４一量 取り付 け場 所 につ いて

次のような場 所への取りｆｆけはさけτください．
‘Ｄ 周 囲 温 度 が ５５℃ 以 ヒ

．
叉 １ま 弓 ０℃ 以 下 の とこ ろ．

‘２，周 囲 温 皮 焚 化 の 大 き い ところ 。
９

‘３｝翰 筏 に 擬 度 の 高 い 場 所 ｛８５ ％ Ｒ Ｈ 以 Ｌ，
．

｛《｝鍛 動・ 衝 撃 の 激 し い とこ ろ や
．
厩 挨・ 水 し ぶ き が か カ る 場 所．

‘５｝弦 い 電 汲ＦＯ 書 な ど が あ る ところ．

‘６ 隅 食 性 ガ ス １ 疏 化 ガ ス
．
ア ン モ ニ ア ガ スな ど｝の 発 生 す る とこ ろ

．

４甲２ 取り付 け 方法

● ３ 狛 の パ オ ル カ ッ け 拡 図 に 眠 っ て カ ッ トさ れ た ノ 嫡 ル に 前 面 より 本 体 を え 込 ん で 下 さ い。

●卒 体をしっかり哲 込みま†と、取什 金異によリワンタッチで 取り廿きま寸」（パ ネル 板厘は１陶 ５

３ｎ ｍ で ９Ｐ 使 川 ｝ ひ い
．
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．
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きま す
．

●嫡 子カ バーＡＳＴＣＩ別 禿品）も用意されておりま宅 結 繊後の安 全保綬に諺使い下さい．‘端子力
’《 一 と 達 結 部 齢 は 一 緒 に ごｒ 便 珊 に な れ ま 寸」，
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５－２ 結 線 のしかた

ｌＵ Ａ Ｓ２２ Ｌノ リ ー
ズ は ㍗ 式 １：よ り 健 用 † る 端 』「 が 異 な うま す

．
閥 違 几て 配 線 しま † と故 障 の 原 因 Ｌ な る

鳩 合 も あ りま † の で ５ － １ 項 の 外 郎 縞 線 図 に 促 っ て 正 し く 配 鍬 し て 下 さ い．

② 配 繊 † るリ ー ド 棟 の 壇 末 は
．
な る べ く 圧 密 竣 ｝ を 姉 使 用 下 さ い． 竣 子 凋

ノ は Ｍ ３ ５ で 宅 り」 壊 了

の ネ ノ を ゆ る め．
角 ワ ７ ン ヤ ー の 下１： 圧 舞 ｝錯 子 の 先 を は さ み 込 ん で、

＋ ド ライ バ ー で メ ノ を し っ

か り 締 め て 下 さ い． 念 の た め、
ヲ ー ド 線 を か る く 引 っ 戴 っ て．

しっ カ リ 紀 線 さ れ た め ど ⊃ か 即 確 毘

下 さ い．

５－３
．
結 隷 上 の ，

主 慧

ω セ ン † 一 ラ イ ン
、
パ ル ス 出 カ ラ イン

．
臼 動 Ｓ Ｖ ！ ７ ト 入 カ ライ ン は 外 郎 か ら の 誘 噂

．
ノイ ズ 等 の 影 響

を 避 け る 為
．
でき δ だ１ 壇 濠 ラ イ ン

、
只 荷 ライ ンカ ら 庵 し て 紀 線 して 下 さ い

．

② 熟 電 対 入 力 は
．
正 しい 補 俄 導 嫁 に て セ ン サ ー と 調 節 欝 を 披 続 し て 下 さ い．

１３，測 温 抵 抗 体 入 力 は
、
リ ー ド縁 抵 抗 の で き る だ け 小 さ い 』 の を 選 ん で 御 ‘Ｕ ” 下 さ い

．

１４１ハ 電 対 ． 測 温 抵 抗 １勧 ら Ａ Ｓ２２Ｌま で の 配 線 は で き る だ け 短 くし て ㍗ さ い ．
ま た Ａ Ｓ２２Ｌ の 開 度 を 保

つための詐容信 号０字抵抗は．勘
電対入 力の場合１００Ω以内．測温抵 抗体入 力の場 合１縁 肋

５０Ω以 内で寸し

｛５１Ａ Ｓ２２Ｌ ！り 一 ズ に は 電 源 スイ フ チ．
ヒ ュ ー ズ を 内 蔵 し て お ウま せ ん の で ．
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下 さ い．
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を 表 示．罵 需 時 に は 網 需 内 容 を 表 示 しま 覧
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トさ い
．選択が勘ま砿 梱

キ ー を 押 し て 次 の モ ー ド

Ｌ 進 ん で 下５ い．

回キ ーを押して遇 択して下

ぴ Ｐ ヒ Ｐト さいの一 選択が勘ました 魎 ］キー

下 さい．

を 掃 して 次 の モ ー ト‘ 逆 ん で
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》 ．
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● 桁 示 ！設 之 分 解 催 を１℃ めＯ Ｉ

℃ の どちら 鋤 ら選 択 して トさ い
．

匡］キーを押して選 択して Ｆ
Ｆ さし ．

選訳が“りましたｑ玉正コ可キー

を 押 し て た の モ ー ド Ｌ 這 ん で

下 さ い ．
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ー に て 設 疋 し て ト さ い

ｇ
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．

０℃ Ｌ 設 定 さ れ て 加りま寸ち

下 隈 該 も」一 畷 筑と 岡 様‘ 改 定 し て
１ ０

予 さ い
．
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８結 際 贈 匡亙］囹

［
。
ｏ ＦＦ
．
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ｒ
場 含

９ の リミ７卜伍 の 訟 芝 の モ ー ドＬ は 人 吸 せ ん．

９結階禦力 匡ヨ回
股定
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ｏ ｎ
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ｌｏ講 欝示 幽 園 匙 ｏ

●Ｌｏ ㌔ Ｓ、 ＞ Ｐ、 の 場 合 し

声町
ト；唇 ・

Ｈ３ ㌔ ３Ｓ 、 く Ｐ Ｖ の 場 合 に

声町

”●募蕎鍛 匡≡ヨ 国 魯昌 ｏＦＦ

【

．
ｏ バ ＝ パ ー 〆 ア ウト 痔１＿ 出 力

ＯＮ
’
ｏＦＦ
’冒 パ ー ンアウト時‘：出 力

ＯＦＦ

脚の獅選択 匝：ヨ 囹 ｎ 臼 ｝→ Ｒ｝イ

‘賢 幅 付 き モ デ ル の 鳩 合）

膿撚蝦１難１
１３馨窮慧泉『ド 囮 園
｛ 温 度 驚 鰍 甘 き の 場 合｝

略蹴讃示 圖 圏
‘ 腎 餓 什 き モ デ 〃 の 場 合⊃

９
π
９ 寓 野 懐 」【 し

●
Ａ
「 ＝ 温 魔 腎 鳳

９Ｈ● 富 入 出 力 冥 粛 賢 幅

ＯＡ｝｛．昌 濃 度 曾 顛

十 入 出 力 只 常 野 殿

；ｇ ｉ昌 度 貸 幅 コ ー ド 表 を 参 町し て．諏一 ド
噂ρ
毎 号‘：て 紋 定 して 下さ い

．

７

０ ｎ ，，
Ｆ Ｆ

１５ 謹 蹴 の 囮 回・・囲
‘陛 肢 驚 幅 甘 きの 場 合｝

’
ｏｎ
曜＝ 賢 餓 助 カ リレ ー

ＯＬ 艮桝二声 灯

・
ｏＦ Ｆ
「
＝ 瞥 叙 出 カリ レ ー

Ｏ ＦＦ 時ｌｒウ 灯

｛国 し． 入 出 力 異 箔 脅 餓 が 兜

生 しゐ 場 含
、
ラ ！ プ は 戸 灯 しま

曳，

１６舞出男謹蔚報 囲 園
‘入 出 力 異 鷺 賢 触 什 き の 場 合，

３
卜 ９９ ℃ ス は 下

Ｈ － ５ Ｈ － ２ ト１一 ε Ｈ ● ３

１７’辮 ン７卜 囲 国

‘「班 垢 Ｖ シ フト撫 能 付 きモ デ ル の 場 合｝

〔謬１潔鰍、袈農謄
合１

，
Ｈ－０
．
禺 只 粛 驚 搬 嘱 し

，
Ｈ 帰
９
＝ 入 力 異 富 賢 搬

● Ｈ－２● 需 出 力 異 常 腎 幅

・
Ｈ－３
●
＝ 入 力！ 拠 力 欝 需 腎 服

＝ ｏ ∩ 仁．Ｆ Ｆ

１８● 灘 定レベル Ｅ 司 園 心

｛ レ ペ ノレロ ７ ク ，

，ｏ バ ＝ ｎ 重ケＳ Ｖ シ フ ト 換 能

付き
．
ｏＦ Ｆ「禺 禽 勤Ｓ Ｖ シ ７卜 擾 能

触 し

辱
０
９
言 ｆ睾 鐘 蜘巴し

１ ε：１：：じ㌶醤翫

モード 上段 しεＤ ＳＵ８ 匡０ 下段 ＬＥＯ

レベル２

１９穰 認一の 囲 同・個 ず■ ９９－ ９９ ℃ ｘ は 下

》
（ 測遷 艮 筑 俸 入 力 ０ １℃ 表 小 は ９ ９

殉 ９ ９ ℃
，
く は ７，

２。比鵬 問の蜥 ［ 璽 囹 ・ ・ ｏ 「

｛比 例 ３１即 ｛Ｐ，が 舎 まれ てし る 場 合｝

２１ 塒 幅の齪 ［ 田 同・・囲 ・

｛ 比 例 制 佛ＩＰ， 炉 念 ま れ て いる 場 で｝｝

以位 秒

区］ キ ー を拝 し て選 鰹 し て’ト＝｝い．

道択わ「ぴＬりまし九ら［…≡互コ］キーを書甲して次
の モ ー ドＬ 遥 ん で トさ い。

リ レ ー 出 カ モ ダ ル の 鳩 合 は．接
占 の 寿 命

を 冠 ば † た めＩＪ５ 秒 以 ■ を 身 選 び 下 さし
。

～２捌分 嗣の 齪 巨 コヨ 囹・・日 ・・

｛ 賊 牙 馴 卯 ｍ が 含 ま れ てい る 鳩 合１
け 分

賢
北 阿甲 Ｌ を 絶蹉 撫 で 人 肌 てζκ さ い．
ト ０ － ｑずｒ掴 ℃ ０ 一 ㎎ ブ Ｆ

ｊ ｏ 贈 柳 ℃ ０ 、Ｏ醒，７
．Ｆ

Ｌ Ｏ 囎 糊 で ０－ ５㎞７ Ｆ

Ｐ Ｕ ＯＯ
。
０ 一 二り ｑ ℃ ０ － ｒ６ｑ ’Ｆ

２３微 棚 の齪 ［ｄヒ］圏・咽
‘卍旨 る》 鮒 掬 ‘ ｎ 、 Ａσ ＾ ５ ’１ ｆ い ス Ｌ匡 Ａ 、

脚

Ｕ
ト 蜘 微 面 贈５０分‘分の 朧 を
寸 る 鳩 会‘£Ａ キ ー■嘘 て

・
一
９
を 入 力 し

て（ κ＝｝い｝

覧
「

㌔ ρ

微 分９ 鴇１の 姶 宣 し噴 分 時 聞 と 同 様１．
設 定 して（ ださ い・

モ ー ト 上 段 ＬＥＤ Ｓ Ｕ８ ＬＥＤ 下 殿 ＬＥＤ

㍗騨ζ鰐劣ツ１亘ｉ≡］圃
の股定

｛鷺 分 別 卯 Ｕ， が 含 まれ て いる 鳩 会｝

・９ 》 ｕ

ｏ 噌！ｏｏ ％

２５霧制瑚 囲 圏 こ
〔Ｏ Ｎ，ＯＦ Ｆ 閲 卯 の 場 ゴ｝）

Ｃ Ｓ Ｖ は Ｏ Ｎ！ＯＦＦ 幅

の 中｛二・１ 健躍 しま ち

Ｌ・ＳＶ は ＯＮ！ＯＦＦ 紹

の ｒ嬉１ 位 置 Ｌま↑

し Ｈ Ｈ器寒？養蛋［；薯

・ 鼎 ，
， イブＬ

２６？難 ； 既
。。）
囲 國 ・・囲 旺１ 。ｏ”９・・℃…

．
の 股 完

｛Ｏ Ｎ！ＯＦＦ 劉 卯 の 場 合 ，

２７灘壽蕩盤 Ｅ亜］囹・・［ヨ ー 》 碁饗翁㌫ 鱗盆難
１ 出 力 異 需 驚 鞭 け きの 場 合） 秒 牙

什 け て
『
卜５ い．，

２８ゆ勲ｓｖ値の 齪 囲 日 ・・囲

｛ 白 亜熔 Ｖシ フ ト捷 能 廿き モ デ ル の 場 合｝

齪数のロック 画 圖

∩ 」 設 ｛ Ｓ、 の 設 定 範 囲 内
し・

，
宣ＬＢ ．」３ ∪

モード 上殿 しＥＤ ＳＵ８ ＬＥＤ

し”

－

＾

Ａ 噛 牌記政

Ｂ’ 出 力 潟 富 腎 餓 験 出 時 間

Ｃ ； 塩 度 ” 帽 硫

．０９ 常 口 ７ ク 蝋 し

「 １． 謬 ロ ， ク 布 り

下段 ＬＥＤ

３０ ＳＶ の 股 定

レ ベ ル ３

匡ｉヨ 団・・囲

３１糞譲鋼臨 囲 ［ヨ刈・［ヨ

設 定 範 囲 量ノ ｝ 級 内 で 股 定 可 維．ｑ一
．

３２●蔽客器謂齪 囲 団… 囲
鳩合’

［圭］
’騨

一Ａ腎厳

ｏ 君藷猛犠二７欝鷺隻
は
’ＦＰ

書 ０
迎 毘タ イ プ ’ ＳＶ 儀 ± ＸＸ ℃ ‘又 は

’
Ｆ）と設 定 して 下 さい．

独 立 タ｛ プ ； 絶 噂 随 でＸＸ ℃ しく は

●
Ｆ，と監定定 して Ｆさい・

３ 繊 警服働 齪 匝 ヨ 団 ・ 咽 舜１． 上・・剛・・㍑・て 臨

‘パ ン ド ” 解 什 き の 楕 ぜけ ’‘ノド 曹 帽

｛ 卜 隅｝

７９３ 設 定値 のロノク

制御モード

辮 モード 蹴 圃 キー 鱒 ５ 棚 肌 続”る二と１：より．致 の設足・ 猷 デ＿タを。。クさせることができま塩 ロククが掛 かりますと、上部ＬＥＤにはＨＬｄｌホール ド｝が把猟されま乳

・一・示［猛〔 司

ロ７クを解除 する場 合には．［５Ｅ１］キーを約３秒ｍｌ押し綬けて下さい．一
Ｐ１ 碇 鰍 マ昌ユアルで 設定†る二ともできます が，オート 匁 一昌ングを 鰍 ｒｌ 鋤 に 髄 碇
数を計簾し設定させる二とができま鳴

鯨 鰯 繍 繍 灘１：は 漁 定”を柵る牒合 繍・次１：囚キー・
オ ー ト チ ュ ー ニ ン グｌｌ５は

，

’
亀
・
が Ｓ Ｕ Ｂ ＬＥ Ｄ に 墾 砺 さ れ ！・ 澱 しま 島

オ ー ト チ 昌 一・ニ ン グ が 終 了 しま す と
．
演 算 さ れ た 定 数 は メ モ リ ー さ ｆ、、

向 動 的 に 制 仰 を 四１始 しま す」

剛’窃 一トチュー昌ングを中断する鳩 舷 囚キーと【ｉｉ璽］キーを２ 棚婁甲して下さい．，

ＳＵＢ ＬＥＤ

［ ＝ 珀…

［王］圧］ｓ訂

Ａ キ ー ＳＥτ串 一

異常が 発些しま†と異常の内 容を」 股しＥＤ表 示 蝕：轟示しまｔ

ＬＥＤ表 示 アラーム 内客

Ｅ３０ センサー興 需⊂断纏・矩絡 導）

Ｅ３１ 負荷断線（ヒーター断繊９制御鱈敵障 等）

Ｅ４０ λ 力侮号レンジオーバー

ＥｌＯ 股 定 値 リ ミッ トオ ー パ ー

Ｅ２１ 餌節雅 異常

ｍ－１．本 体の 引 出し方 法

本 体 の ｝ 蝕 ： ある フ ック を 樫 し 上 げ な が ら 手 前１二 引 き 出 し て 下 さ い．

∫０－２ 出カ ユニット脱 贋 方，去

取 外 し 方 ，去

１《；
撮 力ユニゥトとソケットのπ 閲｛めＯ，４ ㎜，に取 外しη；治几を押 入しト記‘蹴２，の丁順にて 取外し

下 さ い，

取外し１削しが軽い鳩 介は．出来るだ１，幅の 広い物を挿 入して取外して下さい．細い魯噌密ドライバー

等 で仔いますと．ソケ７卜及 びユ昌ワトが書几鋼する野 れがありま寸」

ｍ ユ昌外 が少し｛１ｍｍ揮度，停き」．がるまで拍 艮を押し下げます」
に胎 黙を左回り‘反 醇計力山１》にひねって予さい．

出 カ ユ ニ ット

ノ

γケ ト

田 一３ 取 付 方 ，去

｛２Ｐ

８１け
取外し冶鳥

下 図 の よ ラに 出 力 ユ 昌 ７ トを ソ ケ ７ トの 側 両 よ ウ 挿 入 し
．
出 カ ユ 昌 ７ ト の 足 ‘り 一 ド ピ ン｝ を ソ ケ ７ト の 六

１：合わせ ⊥翻よゲ パチ／と宵 が 拙るまで押し下 げて装雑して下５い．

意ｏ

曲
閉
％
多

コ！ ７ ！サ ー

柄け 一
ソ ケ ７ 卜

雌， 出力 晶 ７卜 蚊 換Ｕ 識 甜 凋 脳 ＊ 徽 醐 悼 醐 合は．出力ユ昌７トとソケ。トの壇 肌セ。’，
ンナ ー プ 等 を貼 っ て ト さ い．

認 慰 練．

コー 櫓 号

叢’τ 肩ツ言
賢幅モート 立ち上リ

リセツ｝
リレー動ｆド

ｏｏ ｏｏ 智 曜 焦 し 輔 一

し《 ｕＡ鳳 し

剃 り

リ レ ー 側
ＳＶ

１

３

５

７

０

０

０

０

０２

０‘

０６

０５

パ ノ 柵 駄 亀 眺 タ イ ブ

パ ント 貿 駄 蝿 提 タ ィ ブ

パ ！卜 瞥 駄 鵡 疑 タ イ ブ

パ ン 田 駄 遡 促 タ イ ブ

顛 し

有１’

ｕ ｕＡ

い ｕＡ無 し

有 １’

し ， Ｌ Ｐ

９

１

３

５

０

ー

ー

ー

Ｉｏ

Ｉ２

閥

量６

バ ノト 賢 駄 独 立 ， イ ブ

パ ノト 蜜 幅． 撒 立 タ イ
ブ

パ ン｝ 警 駄 強 立 タ イ ブ

バ ント 讐 駄 搬 立 ， イ ブ

無 し

獅 り

ｕ ｕＡ

ｕＡ無 し

写 凹

ＳＶ

７

９

，

３

１

「

２

２

陪

２０

２２

２４

一 Ａ 曽 駄 β 斑 タ ィ ブ

ー 点 賢 凧 述 従 タイ ブ

ー 点 竃 報 郵 従 ， イ ブ

ー 点 口 駄 追 提 ， イ ブ

ｕ蹴 し

宥 り

ｓサ

ｕＡ無 し

有 り

５

７

曙
７

１

２

７
璽

２

３

２５

２８

３０

３２

一 バ 冒 駄 独 ユ タ イ ブ

ー 点 警 風 搬 コ！タ イ プ

ー 点 窟 駄 捨 立 ，イ プ

ー 点 旨 臓 搬 立 ，イ ブ

ｕ無し

有り

近 虻タイプ●●一 一 曾 鰍声は霊 設 定声ＩＳＶ，に追 従しま†．」 設定ノτ‘ＳＶ，プラス２０℃．置 設定
〆‘マ イ ナ ス １５ ℃ の 様 に 設 定 し 至 ｔ

独立タイプ … … …” 鰍 １二絶 職 徹 定しま†． 撒 定声‘ｓｖ，を 蹴 て鵬 服 龍 勉りま
せ ん
．

訂ち⊥りリセット… …・電源０ト時あるいは１設 定声の 交更畔１：入 力が蹄躍 策械にある場会 賢轍は
助ｌｌＩしません．入力が一 鮭” 帽籍域タトに でた彼．賢搬 監配状 鱈となり以綬通

常 の動俘となりま寸」

ラッチ●’ ” … ． ラ７チ 儲 の，昌合・ 鰍 状懇Ｌ 樹 肋 ル ー。・，鞠き 封 とその’ 肋 は 側 ，
‘ラッチ） 頴 ま↑・このラ・チを 柵 †る鳩 瓢 一」乳コント・一ラ＿の 納 を

Ｏ ＦＦ Ｌ 再 び 電 源 を Ｏ Ｎ し て 下 さ い
．

ラッチ無しの 場合は．贅顧 状聾では出カリレー１鎖特ま†が、入力 が腎 鰍域

から夕１」れま†と出カリレーはｒｉ助白「」に侃帰し」１㌦

⑳
⑪
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